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＜Oleuropein類の抗酸化活性＞
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原理の異なる2種の測定法において化合物Bはいずれも高い活性を示した

放線菌由来酵素

多くの化合物の
高機能化に
微生物変換が
利用されている

プラバスタチン

高脂血症治療薬青カビ由来

メバスタチン

オリーブで有名な牛窓と小豆島

岡山県の牛窓

香川県の小豆島

DPPH法: 人工的に作られた安定なラジカルの消去能を測定する簡便な方法
ORAC法: 生体内で発生する活性酸素に類似したラジカルの消去能を測定する方法

米国ではさまざまな食品の抗酸化能がORAC値にて表記される

三共（現 第一三共）

◆2種の抗酸化活性測定法

天然由来成分を醗酵食
品微生物により高機能
化することができた

化合物A含有抽出液や
化合物B含有酵母変換
反応液入り化粧品素材

実用化

微生物変換を利用する地域植物資源の高機能化
High functionalization of regional plant resources by bioconversion
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＜微生物変換による天然有機化合物の高機能化実例＞

オリーブ葉抽出物のパン酵母による高機能化
神崎浩, 高津綾香, 古賀まり子, 吉田靖弘1), 徐恵美1), 菊地敬一1), 丸山純1), 仁戸田照彦
(1)日本オリーブ(株))

＜パン酵母によるオリーブ葉成分の微生物変換＞

化合物A

抽出

オリーブ葉
(Oleuropeinを含む)

パン酵母
変換



ヒノキの生分解性が
低いため利用が困難

他の素材と
混合・発酵

バガス
(サトウキビの搾りかす)

問題点

＜実験室レベルでの検討＞

木粉培地
(乾燥重量10 g)

キノコ培養寒天培地
(約1 cm四方)

乾燥後，
生分解性を評価
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＜キノコ栽培レベルでの検討＞

エノキタケの栽培

市場に流通

発酵TMR素材
として利用

岡山県北部森林

岡山県北部酪農地
給餌試験の様子

キノコで処理することで
生分解性を向上させる

解決策

我々の研究室でも
新たな抗ガン薬として
微生物変換で得られた
化合物の研究を行っている

放線菌由来酵素
糸状菌由来

DPLHPhenylahistin; PLH

木質バイオマスの
地産地消を目指す

岡山県産ヒノキの未利用部の高機能化
神崎浩, 西野直樹, 小島豪, 時本景亮2), 本守竜二3), 仁戸田照彦
(2)日本きのこセ菌蕈研, 3)JAまにわ )

発酵TMR生産

キノコ生産
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発酵混合飼料
(発酵TMR)

・保存性の向上
・未利用資源の活用など

＜セルロース系バイオマスの利用例＞

岡山県真庭市 ヒノキおが屑

バガスの代替として
利用する

＜研究室における微生物変換の利用＞

微生物変換を利用する地域植物資源の高機能化
High functionalization of regional plant resources by bioconversion
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